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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年10月10日(2019.10.10)

【公開番号】特開2018-59999(P2018-59999A)
【公開日】平成30年4月12日(2018.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2018-014
【出願番号】特願2016-196223(P2016-196223)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/377    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｖ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５３０Ａ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ    5/36     ５２０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｈ
   Ｈ０４Ｎ    5/66     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月2日(2019.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示用画像を取得する画像取得手段と、
　前記表示用画像に基づく表示画像を表示する第１表示装置の第１表示特性に基づいて、
前記表示用画像が前記第１表示装置に表示された第１表示画像の第１画像特性を特定し、
前記第１表示装置と異なる第２表示装置の第２表示特性に基づいて、前記表示用画像が前
記第２表示装置に表示された第２表示画像の第２画像特性を特定する特定手段と、
　前記第１画像特性と前記第２画像特性との差に基づく通知情報を出力する情報出力手段
と、
　を有することを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　画像に含まれる画素の輝度と、知覚可能な隣接する画素間の輝度変化率と、の関係を示
す視覚特性を取得する視覚特性取得手段をさらに有し、
　前記特定手段は、前記第１表示画像の隣接する画素間の輝度変化率と、前記視覚特性が
示す知覚可能な輝度変化率との関係を示す前記第１画像特性、及び前記第２表示画像の隣
接する画素間の輝度変化量と、前記視覚特性が示す知覚可能な輝度変化率との関係を示す
前記第２画像特性を特定し、
　前記情報出力手段は、前記第１画像特性と前記第２画像特性との差に基づく前記通知情
報を出力することを特徴とする、
　請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記特定手段は、前記第１表示画像及び前記第２表示画像に含まれる一つの画素に隣接
する複数の画素に対応する複数の前記第１画像特性と複数の前記第２画像特性との複数の
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差を特定し、
　前記情報出力手段は、前記複数の第１画像特性と前記複数の第２画像特性との複数の差
に基づく前記通知情報を出力することを特徴とする、
　請求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記情報出力手段は、前記第１表示画像に含まれる複数の画素の少なくともいずれかの
画素における前記第１画像特性と、前記第２表示画像に含まれる複数の画素の少なくとも
いずれかの画素における前記第２画像特性と、の差が所定の閾値以上である場合に前記通
知情報を出力することを特徴とする、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記特定手段は、前記表示用画像の輝度値と前記第１表示特性とに基づいて、前記表示
用画像が前記第１表示装置に表示された場合の輝度値を特定し、前記表示用画像の輝度値
と前記第２表示特性とに基づいて、前記表示用画像が前記第２表示装置に表示された場合
の輝度値を特定することを特徴とする、
　請求項１から４のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記特定手段は、前記表示用画像の輝度値と前記第１表示特性としての第１ガンマ特性
とに基づいて、前記表示用画像が前記第１表示装置に表示された場合の輝度値を特定し、
前記表示用画像の輝度値と前記第２表示特性としての第２ガンマ特性に基づいて、前記表
示用画像が前記第２表示装置に表示された場合の輝度値を特定することを特徴とする、
　請求項５に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記特定手段は、前記表示用画像の輝度値と前記第１表示特性としての第１最大輝度と
に基づいて、前記表示用画像が前記第１表示装置に表示された場合の輝度値を特定し、前
記表示用画像の輝度値と前記第２表示特性としての第２最大輝度に基づいて、前記表示用
画像が前記第２表示装置に表示された場合の輝度値を特定することを特徴とする、
　請求項５又は６に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記情報出力手段は、前記第１表示画像の少なくとも一つの画素における隣接画素との
間での輝度差と、前記第２表示画像の対応する画素における隣接画素との間での輝度差と
の差分値が所定の閾値以上である場合に、前記通知情報を出力することを特徴とする、
　請求項１から７のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記情報出力手段は、前記第１表示画像の少なくとも一つの画素における隣接画素との
間での輝度変化率と、前記第２表示画像の対応する画素における隣接画素との間での輝度
変化率との差分値が所定の閾値以上である場合に、前記通知情報を出力することを特徴と
する、
　請求項１から７のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記第２表示装置を視認するユーザと前記第２表示装置との距離を取得する距離取得手
段をさらに有し、
　前記特定手段は、前記第２表示特性、及び画像に含まれる画素の輝度と前記距離取得手
段が取得した前記距離において知覚可能な隣接する画素間の輝度変化率との関係を示す視
覚特性に基づいて前記第２画像特性を特定することを特徴とする、
　請求項１から９のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記情報出力手段は、前記表示用画像に前記通知情報を重畳した画像を前記第１表示装
置及び前記第２表示装置の少なくともいずれかに表示させることを特徴とする、
　請求項１から１０のいずれか一項に記載の電子機器。
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【請求項１２】
　前記表示用画像とともに送信された情報に含まれる前記第２表示特性を取得する表示特
性取得手段をさらに有することを特徴とする、
　請求項１から１１のいずれか一項に記載の電子機器。
【請求項１３】
　前記情報出力手段は、前記第１表示用画像に前記通知情報を重畳した画像を前記第１表
示装置に表示させることを特徴とする、
　請求項１１に記載の電子機器。
【請求項１４】
　ユーザが前記第１表示装置の操作手段を操作することによって入力された、前記第２表
示特性を取得する表示特性取得手段をさらに有することを特徴とする、
　請求項１３に記載の電子機器。
【請求項１５】
　前記第１表示装置は、スタンダードダイナミックレンジの表示装置であり、
　前記第２表示装置は、ハイダイナミックレンジの表示装置であることを特徴とする、
　請求項１３に記載の電子機器。
【請求項１６】
　表示用画像を取得する画像取得手段と、
　前記表示用画像に基づく表示画像を表示する表示手段と、
　前記表示用画像に基づく表示画像を表示する第１表示装置の第１表示特性に基づいて、
前記表示用画像が前記第１表示装置に表示された第１表示画像の第１画像特性を特定し、
前記第１表示装置と異なる第２表示装置の第２表示特性に基づいて、前記表示用画像が前
記第２表示装置に表示された第２表示画像の第２画像特性を特定する特定手段と、
　前記第１画像特性と前記第２画像特性との差に基づく通知情報を前記表示手段に出力す
る情報出力手段と、
　を有することを特徴とする表示装置。
【請求項１７】
　コンピュータが実行する、
　表示用画像を取得するステップと、
　前記表示用画像に基づく表示画像を表示する第１表示装置の第１表示特性に基づいて、
前記表示用画像が前記第１表示装置に表示された第１表示画像の第１画像特性を特定する
ステップと、
　前記第１表示装置と異なる第２表示装置の第２表示特性に基づいて、前記表示用画像が
前記第２表示装置に表示された第２表示画像の第２画像特性を特定するステップと、
　第１画像特性と第２画像特性との差に基づく通知情報を出力するステップと、
　を有することを特徴とする情報出力方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の情報出力方法の各ステップをコンピュータに実行させるためのプロ
グラム。


	header
	written-amendment

